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はじめに 

 

近年雨の降り方が局地化・集中化・激甚化している状況を「新たなステージ」

と捉え、国土交通省が平成27年1月にとりまとめた「新たなステージに対応し

た防災・減災のあり方」を受けて、同年 7月、交通政策審議会気象分科会によ

って、今後気象庁が進めるべき防災気象情報の改善と観測・予測技術の向上に

ついて提言された。これを受け気象庁では防災気象情報の改善を図るべく準備

を進め、平成29年5月から「危険度を色分けした時系列」及び「警報級の可能

性」の提供を開始した。また、平成29年7月から、雨による災害発生の危険度

の高まりを評価する技術（土壌雨量指数、表面雨量指数、流域雨量指数）を活

用して、大雨・洪水警報及び大雨特別警報を改善するとともに、利用者に対し

てどこで危険度が高まっているかを分かりやすく提供するため危険度を色分け

して地図上に表示する「大雨警報（浸水害）の危険度分布」及び「洪水警報の

危険度分布」の提供を開始した。 

これらの新しい技術を活用した防災気象情報が市町村の防災活動や住民の避

難行動に効果的に活用されるためには、予報担当者がこれら新しい技術を警報

の発表判断等に活用する能力を高めることが極めて重要である。 

本テキストは、予報担当者の技術力向上を目的として、予報作業についての

指針やその時々の最新の予報技術を解説するものである。今年度のテキストで

は、第1章で平成28年（2016年）台風第9号による大雨を題材として、上述し

た新しい指数を使った予報作業に関する具体例について詳しく説明した。第 2

章では台風予報・解析技術の高度化を図るために導入・試験運用している統計

力学モデルに基づく台風強度予報ガイダンスについて、第 3章ではひまわり 8

号による積乱雲の監視について解説するとともに、第 4章では日頃の予報業務

の基礎として用いられている総観スケールの天気図の解析手法について取りあ

げた。 

本テキストが全国の気象官署の現場において日々取り組まれている予報担当

者育成の支援となり、技術力向上が図られるとともに、適時適切で品質の高い

防災気象情報の提供に繋がることを期待する。 

 

平成30年2月 

予報課長 梶原靖司 
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